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本書の原題“GRIT”の意味を手許にあった英和辞書（ジ

ーニアス第 4版）で引くと、「（どんな苦難にも耐える）根

性、気骨」とあった。これを「やり抜く力」と訳すのは名

訳だなと感心しながら、別著者による同種の本（R. C. セ

イラー他、『GRIT 平凡でも一流になれる「やり抜く力」 』

日経 BP、2016）を紐解くと、GRIT を Guts(度胸)、

Resilience(復元力)、Initiative(自発性)、Tenacity(執念)

の 4つの要素からなると説明していた。これもなかなか上

手い表現だ。ちなみに著者は、「やり抜く力」の主要な構

成要素を「Passion（情熱）」と「Perseverance（粘り強

さ）」であるとしている。 

解題はこのくらいにしておいて、筆者がなぜ本書を読も

うと思ったか説明しておこう。理由は以下の三つである。 

第一に、「資質・能力」に力点を置いて学力をとらえる

次期学習指導要領において、その育成をめざす資質・能力

の３つの要素を「知識・技能」「思考力・判断力・表現力

等」「学びに向かう力・人間性等」としているが、なかで

も最もとらえにくいのが「学びに向かう力・人間性等」で

ある。ちなみにこの「学びに向かう力」と GRITが密接な

関係にあることに、今さら説明の必要はないだろう。それ

ゆえ、GRITの意味するものを明らかにすることは、学び

に向かう力を明らかにすることにつながると考えた。 

第二に、筆者は子どもたちの社会的な事象に対する意思

決定力や合意形成力に関心を持っており、それを表す簡便

な方法としてよくトゥールミン・モデルを用いているが、

このモデルを子どもたち自身が作るのは少々やっかいで、

そこにはどうしても「やり抜く力」が求められると考えた。 

第三に、著者のアンジェラ・ダックワース氏は、ハーバ

ード大学を卒業して、オックスフォード大学で MA、ペン

シルバニア大学で Ph. Dを取り、マッキンゼーに勤めた人

も羨む経歴の持ち主だが、その人が過去の華々しい経歴を

かなぐり捨ててニューヨークの、しかも治安の悪い地域の

公立中学校の数学教師になり、そこで GRIT研究を思いつ 

 

く。そのライフ・ストーリーに興味があった。 

さて、本書が検討の対象とする対概念は「努力」（この

努力を支えているのが「やり抜く力」である）と「才能」

である。この一見、相反する二つの要素のどちらが人生の

成功にとって決定的に重要かが本書を通底するテーマで

ある。いわば、ウサギとカメのどちらが目ざすゴールにた

どり着くかという話である。それに対する著者の答えは明

確で、“GRIT”というタイトルからして明らかなように、

つまりカメだというわけだ。著者は次のように述べている。 

私たちが人生のマラソンでなにを成し遂げられるかは、

まさに「やり抜く力」－長期的な目標に向けた「情熱」と

「粘り強さ」－にかかっているからだ。やたらと「才能」

にこだわっていると、この単純な真実を見失ってしまう。

（p.356） 

そして「やり抜く力」に関して、重要な二つのことを指

摘する。 

1）「やり抜く力」は、自分自身で「内側から」、あるいは

周りの人々によって「外側から」伸ばすことができる。 

2）「やり抜く力」と人生への満足度は比例し、「やり抜く

力」が強いほど「幸福度」も高い。 

このように書くと、本書は巷にあふれる人生啓発本の一

冊に過ぎないのではとの疑問も湧いてこよう。しかし、本

書は単なる思い込みによって書かれたエッセイなどでは

なく、膨大な量的・質的エビデンスに基づく科学的研究の

成果物であり、「やり抜く力」に関連する要素や評価等の

研究がわかりやすくまとめられている。そのことがアメリ

カでベストセラーとなった理由でもある。 

新しい学習指導要領に注目が集まっている今だからこ

そ、その核となる「学びに向かう力」について、少しじっ

くり考えてみたいと思う人に、ぜひお薦めしたい 1冊で 

ある。 

水山 光春（社会科学科 教授） 

『GRIT やり抜く力』 
 アンジェラ・ダックワース（著） 

私のすすめるこの１冊 私のすすめるこの１冊 

『GRIT やり抜く力』 
アンジェラ・ダックワース著 ; 神崎朗子訳 

ダイヤモンド社，2016 年 

ISBN: 9784478064801 

購入手続き中 
第200号 
記念特集号！ 
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『図書館ニュース 200号』発行！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

  

図書館ニュース第 1 号の写真（館内に実物が配架されています。) 

2000 年 10 月に第 1 号を発行して以来、毎月 1 回発行してきた図書館

ニュースが、ついに 200 号を迎えました！創刊当初は図書館からのお知

らせだけを掲載した 2 ページほどの簡単な刊行物でした。第 5 号より 2

大連載記事の“私のすすめるこの 1 冊”の連載がはじまり、ほぼ毎号掲載さ

れ、2004 年 5 月号(第 44 号)からは表紙を飾る重要コンテンツの 1 つと

なっています。また、2003 年 11 月号(第 38 号)からは 2 大連載記事のも

う 1 つ“論のくちび理のむすび”の連載も開始され、こちらもほぼ毎号掲載

されています。(現在は最終ページが定位置です！) 

もちろん、図書館からの各種お知らせは今も変わらず掲載しています。

これからも図書館のホットなニュースをお届けしてまいりますので、是非

ご愛読ください！ 

図書館ニュース 200 号発行を記念して、『京教大 50 人の先生が選んだ  “私のす

すめるこの 1 冊”  』を刊行しました！今まで色々な先生方が紹介してくださった 1

冊の中から、現在も本学に在籍されている先生方が紹介された 50 冊をピックアッ

プし、冊子にしました。もちろん、紹介された本は全て図書館にありますので、こ

の冊子から気になる 1 冊を見つけ出して、本を読むきっかけしてください！ 

『京教大 50人の先生が選んだ 
‘’私のすすめるこの 1冊‘’』を刊行！ 

※推薦者の所属等は、当時の所属です。 
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※著者の所属等は、当時の所属です。 

「論のくちび 理のむすび」とは、本学の先生方が書かれた論文を、執筆者の先生

ご本人に紹介していただく連載記事です。近年では主に本学紀要に投稿された論文を

紹介していただいています。本学紀要は一部を除いて、本学の機関リポジトリ「クエ

リの森」で本文を公開していますので、興味を持たれた方は是非論文の本文もお読み

ください。 

今回は 200 号を記念して、第 1 回にあたる図書館ニュース 38 号掲載分から本号

までの一覧をご紹介します！ 

クエリの森 URL: http://ir.kyokyo-u.ac.jp/dspace/ 
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リクエストと投票で話題の本を読もう！ 

学習研究以外のリクエスト本を一定期間掲示し、皆さんの投票で 

購入する本を決定するリクエスト企画をしています！ 

・学習研究目的のものは原則として購入します。 

・学習研究以外の目的のものは、毎月 10 日までに受付した分を 

15 日～月末に館内で投票し、票の多かった本を購入します。 

結果によっては購入できないこともあります。 

リクエストや投票にどんどん参加してください！ 

 

※５月の投票期間は変則で 5 月 1 日(月)～5 月 18 日(木)となっています。 
※図書館 1 階渡り廊下と北館 2 階研修セミナー室前に掲示します。 

リクエストは随時受付中です 

※リクエスト方法については、 

館内掲示をご覧ください。 

「先生になりたい － それはかなう夢」は、京都教育大学のシンボルフレーズです。 

「それはかなう夢講座」では、本学の教職員が、学部、大学院のすべての専攻、研究科 

の学生や教職員の皆さんを対象に、科学の魅力をわかりやすくお伝えしていきます。特 

に、小学校の先生になりたいと思っている学生の皆さんのご参加をお待ちしています。 

第 6回のお知らせ 

【日時】2017 年 5 月 24 日（水）12:10～12:40 

【場所】附属図書館 1 階 リフレッシュラウンジ 

【講師】浅井 和行（大学院連合教職実践研究科 教授） 

【テーマ】１枚の写真から 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都教育大学 

【概要】 

私自身が海外で撮影してきた写真や報道写真

を見てもらいながら、その写真から垣間見える

社会の背景について考えます。 

私は一昨年度までの３年間、附属桃山小学校

の校長を兼任していました。その折、始業式で

子どもたちに写真を１枚ずつ見せながら５分間

の授業を行ってきました。 

 ぼんやり見ていると見えないことが、じっく

り見ると色々と見えてきます。皆さんにはどん

なことが見えてくるでしょうか。 

 
おにぎり２個 

＆お茶付き！ 

先着３０名 

主催：「現代的ニーズを踏まえた｢理系｣教員養成のためのカリキュラム開発」プロジェクト準備 WG  

後援：京都教育大学同窓会（申請中）・京都教育大学附属図書館 

読みたい本に投票しよう！ 

(1 日 1 ポイントまで) 

前回は、 

こんな本を 

購入しました！ 

写真：淺井和行 教授 
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電子書籍の提供を開始しました! 

京都府立図書館等の資料を取り寄せしよう！ 

本学にいながら、京都府立図書館および府内市町村立 

図書館・読書施設等が所蔵する資料を取り寄せて借りる 

ことができるサービスを開始します！  

 

対象者：本学構成員 (学生、教職員) 

料金：無料 

申込方法 

 [京都府図書館総合目録]から借りたい資料を検索 

 希望資料が見つかったらカウンターの申込書に記入 

 申込書をカウンターに提出したら、到着を待つだけ！ 

(注意事項)  

 本学にある資料は受付できません。 

 到着に 10 日程度要する場合があります。 

 他機関の資料です。当館の信用にも関わりますので、 

資料の取り扱いには十分注意してください。 

ノート PC の貸出を開始しました！ 

図書館では、新たに "Maruzen eBook 

Library" という電子書籍サービスの提供

を開始しました。英語学習用の資料を 88

冊用意しています。 また、学認という認証

サービスを利用して、学外のどこからでも

自分のスマホや PC を通してアクセスする

ことも可能です！ 

 

詳細は、ホームページやポスターで！ 

タブレットとしても使用できるノート

PC2 台の貸出を行っています。電子書籍

の閲覧などに便利です。希望される方は

カウンターにお申し込みください。 

 

館内ならどこでも利用可能です。 

 

詳細は、ホームページやポスターで！ 

どんどん 
利用しよう！♪ 

https://www.library.pref.kyoto.jp/cross/cross.html
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詳しくは･･･教育資料館  まなびの森ミュージアム  

http://manabinomori.kyokyo-u.ac.jp/manabinomori.html 

 

 
教育資料館まなびの森ミュージアム 

詳しくはホームペ

ージの「今月の逸

品」コーナーをご覧

ください。展示をし

ていますので、ぜひ

ミュージアムへ来

てくださいね！ 

今月の逸品「ヲホルリ（♂）・アヲバト（♀）」 

美術領域専攻新 2回生による作品の展示 
新入生及び在校生を対象とした企画展示です。 

【会期】5 月 15 日（月）～5 月 25 日（木） 

企画展示室（北館１階） 

※附属図書館の開館日・時間に準じます 

追悼展 土倉亮一名誉教授  

「小さな花と実」によせて 

土倉亮一名誉教授（京都教育大学理学科）は、小さ

な花や実などを実体顕微鏡で拡大し、植物の精巧な作

りや優美な色彩を感じ取れる写真を撮影しており、京

都教育大学附属図書館において 3 回にわたり写真展

を開催しました。また、この写真展をきっかけに晩年

は植物画の制作を始められ、多くの小さな花や実を描

かれていました。 

今回はそれらの植物画を中心に、小さくも美しい植

物の世界を楽しめる展示となっています。 

【会期】3 月 24 日（金）～5 月 10 日（水） 

学修相談カウンター  
５月もあります！ 

理数系の院生がいろいろな質問に対応してく

れます。勉強や就職のこと、先輩に相談してみま

せんか？ 

どんどん利用してください！お気軽に！ 

【場所】北館 2 階ラーニングコモンズ 

【時間】16：30～19：30 の該当時間 

（場所：児童書コーナー） 

今月の「えほんのよみきかせ」は、 

5 月１５日（月）１５：００～ です。 

★こんなおはなし★ 

いつつになった みいちゃんに あるひ、ままは い

いました。「みいちゃん、ひとりで おつかい でき

るかしら。」ひとりで でかけたことのない みいち

ゃんは どきどき。とちゅうでいろんなできごとに 

であいます。はたして みいちゃんは、ちゃんと お

つかいできるかな･･･？ 

『はじめての  
おつかい』  

作：筒井 頼子 

絵：林 明子 

出版社：福音館書店 

今月の絵本カードは

こちら！ 

論文検索概論 … 

  論文の資料集めをしよう！ 

【概要】 

卒論、修論のための研究にとりかかり始めた皆

さんに論文の探し方についてご案内します。CiNii

という主に国内論文を探すのに有用なデータベー

スを中心に、Web 上でそのまま論文を読む方法や、

図書館内の雑誌探し方、他大学の資料の取り寄せ

方など、実際に論文を探す流れにそって説明しま

す。 

【開催日時】 

 A. 30 分コース 

  5 月 23 日(火) ～ 25 日(木) 12:00～12:30 

 B. 60 分コース 

  5 月 22 日(月) ～ 23 日(火)、26 日(金) 

 16:15～17:15 

【集合場所】附属図書館カウンター 

【申込方法】希望日時、所属、氏名を明記の上 

library@kyokyo-u.ac.jp まで 

（当日参加希望は、5 分前までにカウンターへ！） 

詳細は、ホームページやポスターで！ 

※絵本カードは幼児教育科の学生が作成しています。

このほかにも毎月かわいいカードが飾られています

ので、ぜひ児童書コーナーに見に来てください。 
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●京都教育大学附属図書館ホームページ 

http://lib1.kyokyo-u.ac.jp/ 

●携帯版図書館ホームページ （ QR ｺｰﾄﾞ→）  

http://tosho02.kyokyo-u.ac.jp/webopac/mobtopmnu.do 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の執筆者 早川 透（附属特別支援学校 教諭） 

京都教育大学紀要（大学発行の学術雑誌）に掲載された論文を、 

執筆した先生本人にご紹介いただくコーナーです。 のくちび 

 

 

 

早川 透・髙岸 正司・廣内 絵美・藤村 彰・松本 末男・ 

髙尾 政代・野本 有紀・福永 茜・今村 広海・小久保 博行 

京都教育大学紀要.  2016, No.129, pp.63-78. 

 

知的障害児教育においては、自閉症の障害特性に応じた指導・支援の必要性が強調されていま

す。しかし、自閉症の子ども一人ひとりが見せる姿は実に多様で、ステレオタイプ的な自閉症の

特性理解だけでは、一人ひとりに応じた教育は難しいのが実情です。教師は自閉症研究に基づく

知見に学ぶ一方で、日々の授業や学校生活の中で、その知見を検証しつつ、自閉症の子ども一人

ひとりを理解していくことが大切だと思います。 

本研究は、京都・久里浜・鹿児島の附属特別支援学校の教師らが共同で行なった事例研究です。

各校の指導事例を報告し合い、自閉症の子どもが示す行動の解釈等を巡って議論を重ねました。

教師と子どもとのかかわり合いを「教師による子どもの行動解釈－その時々に教師は子どもの行

動をどのように捉え、どのように応答していったのか」を軸に省察することで、子どもの行動を

教師の言葉掛けや応答の仕方との関係で捉え直したり生活文脈の中で捉え直したりして、教師と

子どもとの関係形成と行動変容の様子を分析していきました。 

本論文では、その中から３事例を提示しています。そこには、教師が子どもの行動を見つめ、

気持ちの動きを感じ取り、そこに共感することによって、教師と子どもとの関係が動き、子ども

の行動が変容していく様子が描かれています。日々の実践を記述し教師仲間と語り合う省察の積

み重ねが自閉症の子ども一人ひとりが生きる指導や支援に結び付いていくことを示す事例だと思

います。ぜひご一読ください。 

 

のむすび 

開館日程  □9:00-21:00 ■9:00-17:00 ■休館(CLOSED)  

         

自閉症児教育において，事例を書くこと・語り合うことの意義 

※本タイトルの論文は京都教育大学紀要 129 号に掲載されています。 

※京都教育大学リポジトリ「クエリ（KUERe）の森」http://ir.kyokyo-u.ac.jp/dspace/にも公開されています。 

京教図書館 News No.200（2017 年 5 月号） 

発行日：平成 29 年 5 月 1 日 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

問い合わせ先：library@kyokyo-u.ac.jp 


